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と略す)の 付 加型 シ リコー ンゴ ム印象材 を用 い,
印象用 コー ピング間 をパ ター ンレジ ンで連結 して
印象採得 した。模型材 には超硬 質石膏 を用い た。
計測 には三 次元座標測 定器 を用い た。
【結 　果 】R1,　R2に対す るS1,　s2の三次 元 的変位
量(平 均 ±SD)は,　 IJ群で46.2±8.0μm,　EI群
で29.1±16.0μmであ り,有 意 な差 が認 め られ た。
X,Y,　Z軸方向 ごとで は,　Z軸方 向のみ有 意差が あり,
IJ群で－26.2±14.0μm,　EI群で－5.2±19.0μmで
あった。S1-S2間の相 対 的変位 量 は,　IJ群で19.6
±13.2μm,EIで27.6±15.1μmであ り,有 意 な
差 は認 め られ なかった。
【考　察 】歯列 模型 に対 す るレプ リカの変位 量 は,
高硬度 印象材 に比較 し低硬度 印象材 で大 き く,そ
の 多 くは垂直 的変 化で あった。一方,印 象材 の硬
度 は レプ リカの相 対的変位 に影響 しなか った。 し
たが って,傾 斜埋 入 され た インプ ラン トの 印象採
得 に低硬度 印象材 を用 いた場合,咬 合 調整量 は若











では,アバ ッ トメン トレプ リカ連結時の変形防止
などを目的に高硬度の印象材を推奨する考 え方が
ある。当講座の松村 らは,垂 直に埋入 されたイン
プラントを想定 した金型 を用いて実験的研究 を実
施 し,印象材の硬度に関わ らず作業用模型におけ
るレプリカの位置が正確 に再現 されたことを報告
した。 しか し,臨床では咬合平面に対 してインプ
ラントが傾斜埋入 される症例 もみられる。




【材料 と方法】頬舌的に30°傾斜 させたアバ ッ ト
メン トレプ リカ2本(s1,　S2)と,それ らの外
側に基準レプ リカを1本 ずつ(R1,　R2)植立 し
たステンレス製の精密金型を製作 し基準模型とし
た。低硬度(以 下IJと略す)と 高硬度(以 下EI
